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第１ 高等部の入学者選抜について
次に定めるところにより、入学者選抜を実施する。

１ 高等特別支援学校
(1) 入学志願資格

知的障害者のうち、学校教育法施行令第 22条の3の表に掲げる障害の程度が軽度であり、
公共の交通機関等により自力通学が可能な者とする。その他入学志願資格については別に
定める。

(2) 出願
ア 出願に要する書類は次のとおりとする。
(ｱ) 入学願書
(ｲ) 調査書
(ｳ) 障害があることを証明する書類
(ｴ) その他必要な書類

イ 出願に要する書類は、在学又は出身の中学校の校長を経由して志願先の高等特別支援
学校の校長に提出する。

(3) 選抜の方法
ア 学力検査

国語及び数学について行う。
イ 面接
ウ その他必要な検査

(4) 入学者の選抜
調査書その他必要な書類、選抜のための学力検査の成績、面接その他必要な検査の結果

等を資料として行う。

２ 特別支援学校高等部（高等特別支援学校及び高等部専攻科を除く。）
(1) 入学志願資格

障害の程度が学校教育法施行令第 22条の3の表に掲げる程度の者とする。その他入学志
願資格については別に定める。

(2) 出願
ア 出願に要する書類は次のとおりとする。
(ｱ) 入学願書
(ｲ) 調査書
(ｳ) 障害があることを証明する書類
(ｴ) その他必要な書類

イ 出願に要する書類は、在学又は出身の中学校の校長を経由して志願先の特別支援学校
の校長に提出する。

(3) 選抜の方法
ア 学力検査
(ｱ) 視覚障害者、聴覚障害者、肢体不自由者又は病弱者である生徒に対する教育を行う
特別支援学校においては、国語、社会、数学、理科及び外国語（英語）について行う。

(ｲ) 知的障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校においては、国語及び数学
について行う。

イ 面接
ウ その他必要な検査
エ 学校長は特別な事情があると認めたときは、学力検査、面接、その他必要な検査の一
部を免除することができる。

(4) 入学者の選抜
調査書その他必要な書類、選抜のための学力検査の成績、面接その他必要な検査の結果

等を資料として行う。



３ 高等部専攻科（視覚障害者に対する教育を行う特別支援学校に置くもの）
(1) 入学志願資格

障害の程度が学校教育法施行令第 22条の3の表に掲げる程度の者とする。その他入学志
願資格については別に定める。

(2) 出願
ア 出願に要する書類は次のとおりとする。
(ｱ) 入学願書
(ｲ) 調査書
(ｳ) 障害があることを証明する書類
(ｴ) その他必要な書類

イ 出願に要する書類は、在学又は出身の高等学校の校長を経由して志願先の特別支援学
校の校長に提出する。

(3) 選抜の方法
ア 学力検査

国語、社会、数学、理科及び外国語（英語）について行う。
イ 面接
ウ その他必要な検査

(4) 入学者の選抜
調査書その他必要な書類、選抜のための学力検査の成績、面接その他必要な検査の結果

等を資料として行う。

第２ 幼稚部の入学者選抜について
次に定めるところにより、入学者選抜を実施する。

１ 入学志願資格
障害の程度が学校教育法施行令第 22条の3の表に掲げる程度の者とする。その他入学志願

資格については別に定める。
２ 出願
(1) 出願に要する書類は次のとおりとする。
ア 入学願書
イ 障害があることを証明する書類
ウ その他必要な書類

(2) 出願に要する書類は、保護者が作成して志願先の特別支援学校の校長に提出する。
３ 選抜の方法
(1) 面接
(2) その他必要な検査

４ 入学者の選抜
面接その他必要な検査の結果等を資料として行う。

第３ その他
この要綱に定めるもののほか、入学者選抜に関して必要な事項は、栃木県立特別支援学校

の高等部及び幼稚部の入学者選抜要項において、年度ごとに別に定める。

附 則
この要綱は、平成２８年度栃木県立特別支援学校の高等部及び幼稚部の入学者選抜から

適用する。


